
｢

神
楽
（
か
ぐ
ら
）

と
は
、
神
事
の
歌
舞
。

宮
廷
な
ど
の
御
神
楽

（
み
か
ぐ
ら
）
と
民
間

の
里
神
楽(

さ
と
か
ぐ

ら)

に
大
別
さ
れ
る
。

起
源
は
神
を
降
臨
さ
せ

る
際
の
神
が
か
り
の
舞

や
、
神
と
と
も
に
飲
食

歌
舞
す
る
な
ど
の
神
遊

び
に
求
め
ら
れ
る
。
」

と
『
日
本
史
広
辞
典
』

(

山
川
出
版
社)

に
述
べ

ら
れ
て
い
ま
す
。

人
が
集
団
生
活
を
始

め
、
社
会
集
団
が
構
成

さ
れ
る
と
、
そ
こ
に
は

共
同
の
信
仰
が
生
ま
れ

ま
す
。
「
神
様
」
を
お

迎
え
し
て
神
様
と
結
び

つ
い
て
一
つ
と
な
っ
て

宴
を
催
し
ま
す
。
そ
れ

が
神
楽
。
日
本
国
内
に

は
何
千
も
の
神
楽
が
あ

る
と
い
わ
れ
ま
す
。

毎
年
十
二
月
二
十
一

日
に
三
十
三
番
も
の
神

楽
が
夜
を
徹
し
て
舞
わ

れ
る
宮
崎
県
高
千
穂
町

の
「
高
千
穂
夜
神
楽
」
。

東
北
地
方
に
多
い
山
伏

神
楽
の
代
表
と
さ
れ
国

の
重
要
無
形
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
る
、
岩

手
県
大
迫
町
の
早
池
峰

神
社
の
「
早
池
峰
神
楽
」
。

こ
れ
ら
は
国
内
の
代
表

的
な
神
楽
で
す
。

桐
生
市
指
定
無
形
民

俗
文
化
財
の
加
茂
神
社

の
神
楽
は
「
宮
比
講
社

神
楽
」
と
呼
ば
れ
る
も

の
で
、
文
化
十
二
年

（
一
八
一
五
）
に
当
時

の
神
官
飯
塚
伊
豆
正
が

発
起
し
た
と
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
式
舞
と
狂

舞
と
も
に
十
二
座
、
計

二
十
四
座
あ
り
、
狂
舞

の
「
屑
紙
拾
い
三
番
叟
」

は
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
独
特

な
神
楽
で
す
。
昭
和
四

十
八
年
に
「
加
茂
神
社

太
々
神
楽
保
存
会
」
が

組
織
さ
れ
、
現
在
も
春
、

秋
の
例
祭
の
際
に
奉
納

さ
れ
て
い
ま
す
。

川
内
町
の
白
瀧
神
社

の
神
楽
も
桐
生
市
指
定

無
形
民
俗
文
化
財
で
す
。

「
神
誠
流
大
和
太
々
神

楽
」
と
称
さ
れ
て
い
ま

す
が
起
こ
り
は
不
詳
で

す
。
面
の
大
半
が
江
戸

時
代
の
作
り
と
推
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
川
内
地

区
に
住
む
長
男
が
継
承

し
て
き
ま
し
た
。
戦
後

の
一
時
期
継
承
が
危
ぶ

ま
れ
ま
し
た
が
、
青
年

有
志
が
古
老
か
ら
受
け

継
ぎ
、
「
神
楽
保
存
会
」

を
組
織
し
ま
し
た
。
式

舞
五
座
、
興
舞
四
座
の

九
座
が
あ
り
、
毎
年
八

月
六
日
、
七
日
の
例
祭

に
奉
納
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
郷
土
玩
具
の
会

会
員
で
、
凧
の
蒐
集
や

広
く
民
俗
調
査
を
さ
れ

た
藤
井
龍
人
さ
ん
は
群

馬
県
内
の
神
社
で
奉
納

さ
れ
る
神
楽
を
カ
メ
ラ

に
納
め
、
八
冊
の
ア
ル

バ
ム
に
ま
と
め
ら
れ
ま

し
た
。
そ
の
貴
重
な
ア

ル
バ
ム
を
桐
生
市
郷
土

資
料
展
示
ホ
ー
ル
に
寄

贈
さ
れ
ま
し
た
が
、
現

在
は
教
育
資
料
室
で
管

理
し
て
い
ま
す
。
是
非

手
に
取
っ
て
御
覧
く
だ

さ
い
。

群
馬
県
内
で
最
も
早

く
開
館
し
た
の
は
前
橋

図
書
館
で
大
正
五
年
九

月
、
次
い
で
高
崎
図
書

館
が
大
正
八
年
四
月
、

伊
勢
崎
図
書
館
は
大
正

十
年
四
月
、
太
田
金
山

図
書
館
が
昭
和
二
年
一

月
、
館
林
図
書
館
は
昭

和
九
年
四
月
で
し
た
。

桐
生
市
図
書
館
は
昭
和

八
年
十
二
月
二
十
三
日

皇
太
子
殿
下
御
降
誕
の

御
慶
事
奉
祝
記
念
事
業

と
し
て
図
書
館
建
設
が

計
画
さ
れ
、
斉
藤
長
平

氏
よ
り
寄
付
さ
れ
た
小

曽
根
町
の
五
三
〇
坪
の

土
地
に
、
吉
野
喜
代
松

氏
や
朝
倉
茂
三
郎
氏
ら

多
数
の
方
々
か
ら
の
寄

付
金
も
あ
り
、
昭
和
十

年
一
月
の
市
議
会
で
建

設
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

開
館
は
同
年
十
一
月
三

日
の
明
治
節
で
し
た
。

翌
十
一
年
十
一
月
に
発

行
さ
れ
た
『
桐
生
市
図

書
館
概
覧
』
に
よ
る
と

敷
地
は
七
百
十
四
坪
、

建
物
は
総
建
坪
百
九
十

四
坪
で
、
本
館
二
階
建

木
造
タ
イ
ル
張
り
、
別

館
平
屋
建
木
造
、
書
庫

三
階
建
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
り
と
な
っ
て
い
ま

す
。蔵

書
数
は
昭
和
十
一

年
十
月
十
日
現
在
で
購

入
五
千
四
百
八
十
九
冊
、

寄
贈
三
千
九
十
三
冊
、

委
託
二
十
冊
、
合
計
八

千
六
百
二
冊
。
織
物
工

業
に
関
す
る
図
書
の
充

実
せ
る
こ
と
は
一
特
色

で
あ
る
と
書
か
れ
て
い

ま
す
。

図
書
室
に
つ
い
て
は

｢

男
子
閲
覧
室
は
六
十

名
の
座
席
が
あ
り
、
一

階
に
開
架
式
の
書
棚
が

あ
っ
て
帝
国
法
規
を
始

め
約
三
十
種
の
辞
書
辞

典
類
が
備
え
付
け
て
あ

る
。
」
「
女
子
閲
覧
室

は
十
八
名
の
座
席
が
あ

り
、
二
階
に
開
架
書
棚

が
あ
っ
て
婦
人
向
を
主

と
し
た
辞
典
類
、
辞
書

類
五
六
種
備
え
付
け
て

あ
る｣

と
記
さ
れ
て
い

ま
す
。

公
立
図
書
館
の
閲
覧

室
が
、
男
女
別
で
あ
り
、

座
席
の
数
も
大
き
な
差

が
あ
っ
た
こ
と
に
は
現

代
の
私
た
ち
は
違
和
感

を
感
じ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
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大
正
二
年
か
ら
昭
和

十
七
年
ま
で
二
十
九
年

間
に
わ
た
っ
て
、
元
旦
、

紀
元
節(

建
国
記
念
日)

天
長
節
（
天
皇
誕
生
日
）

の
三
大
節
ご
と
に
三
回
、

昭
和
十
一
年
に
は
明
治

節(

明
治
天
皇
誕
生
日)

が
加
わ
り
四
大
節
と
な

り
年
四
冊
、
『
郷
土
の

華
』
と
い
う
表
題
の
小

冊
子
が
桐
生
市
内
の
全

児
童
に
配
布
さ
れ
ま
し

た
。
郷
土(

桐
生
を
主

に
し
て
県
内
全
域)

の

偉
人
や
文
化
財
、
主
要

な
施
設
、
産
業
な
ど
、

郷
土
を
理
解
し
、
郷
土

を
愛
す
る
心
を
育
て
る

こ
と
目
的
と
し
た
桐
生

市
独
自
の
郷
土
教
育
の

教
材
で
し
た
。
昭
和
十

七
年
は
紀
元
節
の
一
回

だ
け
の
発
行
で
、
打
ち

切
り
と
な
り
ま
し
た
が
、

太
平
洋
戦
争
に
よ
る
諸

事
情
の
た
め
と
思
わ
れ

ま
す
。

県
内
の
全
小
学
校
教

員
で
組
織
さ
れ
た
群
馬

県
教
育
会
は
昭
和
七
年

に
下
記
の
五
人
の
偉
人

の
そ
れ
ぞ
れ
の
記
念
日

を
設
け
、
そ
の
人
の
偉

業
を
し
っ
か
り
学
ぶ
日

と
定
め
ま
し
た
。

一
月
二
十
三
日

新
島
襄
先
生
逝
去

の
日

二
月

三
日

塩
原
太
助
翁
誕
生

の
日

三
月
十
五
日

高
山
彦
九
郎
先
生

出
郷
の
日

五
月

八
日

新
田
義
貞
公
義
挙

の
日

十
月
二
十
四
日

関
孝
和
先
生
逝
去

の
日

桐
生
市
内
の
東
、
西
、

南
、
北
、
昭
和
の
五
小

学
校
は
こ
の
五
人
の
偉

人
を
学
ぶ
た
め
の
教
材

に
副
読
本
『
上
毛
の
偉

人
』
を
編
さ
ん
し
て
刊

行
し
ま
し
た
。｢

は
し

が
き｣

に｢

わ
が
桐
生
市

小
学
校
で
は
こ
の
冊
子

を
作
っ
て
明
治
節
に
皆

さ
ん
に
お
領
ち
す
る
こ

と
に
成
り
ま
し
た
の
で

あ
り
ま
す
か
ら
、
こ
れ

を
よ
く
読
ん
で
偉
人
の

徳
を
慕
い
そ
の
功
績
を

偲
ん
で
、
行
い
の
お
手

本
と
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
う
の
で
あ
り
ま

す｣

と
書
か
れ
て
い
ま

す
。
非
売
品
で
し
た

の
で
教
育
資
料
室
が
収

蔵
す
る
貴
重
な
図
書
の

一
冊
で
す
。

藤井龍人さんのアルバム

『

現

在
の
小

学
校
で

は
、
世

界
地
理

は
勉
強

す
る
の

だ
が
世

界
史
は

教
え
な

い
。
だ
が
初
め
か
ら

そ
う
で
は
な
く
、
開

国
当
初
の
明
治
初
年

に
は
小
学
校
の
上
位

等
級
で
万
国
史
が
教

材
に
選
ば
れ
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
、
一
八

八
〇
年
中
頃
か
ら
事

態
は
一
変
し
、
小
学

校
歴
史
書
と
し
て
の

外
国
史
書
は
姿
を
消

す
よ
う
に
な
る
。

明
治
十
四
年
（
一
八

八
一
）
文
部
省
は
小

学
校
の｢

歴
史｣

科
内

容
を
日
本
史
に
限
定

し
、｢

万
国
史
ヲ
授

ク
ル
コ
ト
ヲ
要
セ
ス｣

と
指
示
し
た
。
表
向

き
は
外
国
史
の
学
習

が
子
ど
も
た
ち
の
理

解
力
を

超
え
る
と

い
う
の
だ
が
、
実
は

尊
皇
愛
国
の
育
成
を

主
目
的
と
し
欧
米
民

主
主
義
思
想
の
導
入

を
警
戒
し
た
か
ら
で

あ
る
』(

『
学
校
こ

と
は
じ
め
の
辞
典
』

小
学
館
昭
和
六
十
二

年
十
一
月
一
日
発
行)

よ
り
。

教
育
資
料
室
利
用
御
案
内

○
西
小
学
校
裏
校
舎
の
二
階
、
西
の

門
か
ら
入
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
月
曜
日
～
金
曜
日
の
九
時
～
午
後
四
時

ま
で
。

どうして小学校では
世界史を教えない
のでしょうか!

ふるさと桐生の民話

旧
桐
生
市
図
書
館

関

孝
和
・
新
島
襄
・
塩
原
太
助

図
書
館
の
こ
と

あ

れ

こ

れ

・

・

・

・

桐
生
市
図
書
館
概
覧
か
ら

『上
毛
の
偉
人
』

〓
市
内
の
全
児
童
に

配
布
さ
れ
た
副
読
本
〓


